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区民相談課長：それでは、定刻となりましたので、ただいまから令和５年度第１回豊島区個人

情報保護審議会を開催させていただきます。 

    委員の皆様には、ご多忙中のところをお集まりいただきまして、誠にありがとうござ

います。 

    本日は当審議会の委員として、ご就任をお願いいたしましてから初めての審議会で

ございます。後ほど、委員の皆様の互選により会長を選任していただくことになってお

りますが、会長が選任されるまでの間、私、区民相談課長が進行を務めさせていただき

ます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

    初めに、当審議会は会議録の作成のために録音を行っておりますので、ご報告いたし

ます。 

    それでは、お手元にお配りいたしました会議次第に従いまして進めさせていただき

ます。 

    審議に先立ちまして、委嘱式を執り行わせていただきます。時間の関係で既に皆様の

席上に委嘱状を置かせていただいておりますことをご了承お願いいたします。 

    それでは、皆様への委員委嘱に際しまして、豊島区長、高際みゆきよりご挨拶を申し

上げます。 

区 長：委員の皆様、おはようございます。梅雨も明けまして、めちゃめちゃ熱い中、また、

ご多忙の中、本日はどうもありがとうございます。 

    今、委嘱状をお配りさせていただいております。今、所管課長が申し上げましたけれ

ども、本当はお一人お一人に私からお願いすべきところをお配りの形で恐縮でございま

す。 

    本年の４月１日から改正個人情報保護法の地方自治体部分が施行されましたという

ことで、自治体にとっても本当に大きな動きがあったなと。これから、しっかりやって

いかなければということを改めて思っているところでございます。 

    また、皆様方には法改正に係る法施行条例の制定、また手引きの作成などについて

も、検討会の委員を務められ、いろいろなご助言を賜りましたことも、併せてお礼を申

し上げたく存じます。 

    こちらの会は、その名のとおり、個人情報保護に関する、肝になる会になります。役

所において個人情報というのは本当に何よりも大事にしておりますし、また、私４月２

４日に就任をいたしまして、常々職員には、私自身も顔の見える区長であるし、顔の見

える区政、開かれた区政をやっていこうということを常々申しております。そうした区

民にとって、しっかり見てもらえる立場、分かってもらう区政でやっていこうという前

提として、当然ですけれども、守るべきものはしっかり守る行政として曖昧なことはし

ない。クリアな形でやっていかなければいけない。その中でもやっぱり個人情報、いろ

んなところで全ての部署で関わりますので、間違いないようにやってまいりたいという

ことを申しているところでございます。 

    また、この個人情報保護の審議会の体制も大きく変わっております。新体制というこ

とで、ぜひ私たち職員の一番の味方でいていただくとともに、これはというところにつ
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いては、厳しいご指摘も、ぜひぜひいただければというふうに思っております。ぜひよ

ろしくお願いいたします。どうもありがとうございます。 

区民相談課長：それでは、次に、委員の皆様をご紹介させていただきます。 

    本審議会は６人以内の委員の皆様で構成されております。お手元にお配りいたしま

した審議会委員名簿の順に従ってご紹介させていただきますので、恐縮ですが、お名前

をお呼びいたしましたら、お席でお立ちくださいますようお願い申し上げます。 

（各委員を紹介する） 

区民相談課長：以上で、委員の皆様のご紹介を終わらせていただきます。 

    続きまして、区側の出席者及び事務局の職員を紹介させていただきます。 

（区側の出席者及び事務局の職員を紹介する） 

区民相談課長：以上で、紹介を終わらせていただきます。 

    次に、本審議会の会長の選出に移らせていただきます。 

    会長につきましては、豊島区個人情報保護審議会条例第５条第２項の規定により、委

員の皆様の互選によって選出していただくことになっておりますので、早速ですが、会

長の選出について、どのようにお取り計らいしたらよろしいか、皆様のご意見をお願い

いたします。 

Ａ委員：はい。 

区民相談課長：どうぞ。 

Ａ委員：委員のＡと申しますが、案がございますので、お話しさせていただいてよろしいでし

ょうか。 

区民相談課長：はい、よろしくお願いいたします。 

Ａ委員：私は豊島区行政情報・個人情報保護審議会において会長を務めさせていただきまし

た。そのご縁で本審議会においても、豊島法曹会の推薦を受けまして、委員に推薦を受

けました。その際に区より会長についての意見も求められておりました。それで、私と

しては会長には、さきの審議会で職務代理を務めていただきました村山委員が最適任だ

と考えております。よろしくお願いいたします。 

区民相談課長：ただいまＡ委員から村山委員を会長にとのご推薦をいただきましたが、皆様い

かがでしょうか。よろしいですか。 

（異 議 な し） 

区民相談課長：ありがとうございます。 

    それでは、Ａ委員よりご推薦いただいた村山委員に会長を務めていただきたいと思

います。 

会 長：ご推薦をいただきましたので、会長を引き受けさせていただきます。よろしくお願い

いたします。 

区民相談課長：それでは、村山委員につきましては会長席のほうへご移動をお願いいたしま

す。 

    それでは、早速ではございますが、村山会長から一言ご挨拶をお願いいたします。 

会 長：この新たな豊島区個人情報保護審議会につきましては、昨年度まで開催されておりま
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した情報公開・個人情報保護審議会の伝統を継いで、区の情報運営について、しっかり

と意見を述べていくというふうなことであると理解しております。 

    これに先行する審議会におきまして、長く立教大学の渋谷先生、それから本委員で本

審議会の委員でもあらせられます草葉先生が区の実情に即した非常に厳格な運営を続

けていらっしゃったというふうに思います。新しい個人情報保護法、そして個人情報保

護法施行条例の下でも、この伝統にのっとり、また憲法の地方自治の本旨に従って豊島

区の地域の実情に即した適正な情報の管理について意見を述べていくような審議会に

していきたいというふうに考えております。 

    私の挨拶は以上となります。 

区民相談課長：ありがとうございました。 

    大変申し訳ありませんが、区長は、この後、所用がございますので、ここで退席をさ

せていただきます。 

区 長：どうぞよろしくお願いいたします。 

（退 席） 

区民相談課長：私は、これをもちまして、進行役を終わらせていただきます。それでは、村山

会長、よろしくお願いいたします。 

会 長：それでは、代わりまして、会議を進めさせていただきます。 

    まず、会長の職務代理を決めたいと思いますが、その方法につきまして、事務局のほ

うから説明をお願いいたします。 

区民相談課長：豊島区個人情報保護審議会条例第５条第４項の規定では、「会長に事故がある

ときは、あらかじめ会長の指名する委員がその職務を代理する」ことになっております

ので、会長の職務代理者は会長に指名していただくこととなります。 

会 長：承知いたしました。会長が指名することになっているようですので、私からご指名申

し上げます。草葉委員にお願いしたいというふうに考えておりますが、よろしいでしょ

うか。 

草葉委員：はい。それでは、お引き受けさせていただきます。 

会 長：では、次に会議録の作成について、事務局から説明をお願いいたします。 

区民相談課長：豊島区個人情報保護審議会条例第６条第４項により、会議は公開となっていま

す。従前の審議会における会議録では、会長、区側の説明する者、出席理事者等の発言

は明記し、その他の委員の発言は、毎回、発言順にＡ委員、Ｂ委員、Ｃ委員として表記

し、個人名については記載しないという方針でした。今審議会では、どのような取扱い

とすべきかについて、ご発言をいただければと思います。 

会 長：従前どおりの取扱いであれば特に問題はないと思いますが、何かこの記載の方法につ

きまして、ご希望やご変更等の意見などございますでしょうか。よろしいでしょうか。

（異 議 な し） 

会 長：それでは、差し当たり従来どおりの方式で記載させていただくことにしたいと思いま

す。 

    それでは、本日の審議に移らせていただきます。事務局のほうからお願いいたしま
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す。 

区民相談課長：まず本日、傍聴の方は現在のところございません。 

    続きまして、本日の資料の確認をお願いいたします。 

    事前にデータにてお送りいたしました資料をプリントしたものを机上に配付させて

いただいております。諮問１及び報告１、２、３の資料でございます。 

    また、本日、このほかにＢ委員から提出していただきました資料が２点、机上配付さ

せていただいております。資料Ｂの①②というもので、カラー刷りになっているもので

ございます。 

    ここで、先ほど委員の皆様のご紹介をさせていただいた際に、お気づきのとおりＢ委

員の随行者としてＣ様が参加しております。Ｂ委員からは事前に随行者の参加について

ご相談をいただいており、以前の審議会においても区の説明者に随行者を認めていたこ

ともあり、特段問題ないと判断いたしました。今後の審議に際して、ご発言のご意向に

ついては確認しておりませんが、ご発言いただく場合は委員の皆様にご了承いただく必

要があると考えております。委員の随行者の発言について、認めることにご異議ある方

はいらっしゃいますでしょうか。よろしいでしょうか。 

（異 議 な し） 

区民相談課長：ありがとうございます。それでは、認めるということで今後の審議会は進めさ

せていただきたいと思います。 

    それでは、開会につきまして、村山会長、よろしくお願いいたします。 

会 長：それでは早速審議に入りたいと思います。本日は諮問事項１件、報告３件を予定して

おります。審議につきましては１時間程度を目途に執り行いたいと思いますので、ご協

力をよろしくお願いいたします。 

    それでは議題に入りたいと思います。 

    議題の諮問事項につきまして、事務局より説明をお願いいたします。 

区民相談課長：それでは豊島区個人情報保護審議会条例第２条第１項の規定に基づき、次の事

項について諮問します。 

    諮問第１号、個人情報保護法に係る安全管理措置について。 

    以上１件でございます。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

    なお、ご発言いただく際は、録音の関係から必ずお近くのマイクスイッチを入れてご

使用くださいますようお願いいたします。 

会 長：それでは審議に入りたいと思いますが、まず、事務局より諮問についてご説明いただ

くというふうなことでお願いいたします。 

区民相談課長：それでは諮問第１号について、私よりご説明申し上げます。 

    まず資料の確認をいたします。 

    初めに資料の右肩に「諮問第１号」と記載しております「個人情報保護法に係る安全

管理措置について」。次に資料Ａ①業務の委託に係る個人情報の安全確保のために守る

べき事項。資料Ａ②個人情報特記事項（ひな型）。資料Ｂ①個人情報の取扱いに係る業

務を外部に委託する場合に守るべき事項。資料Ｂ②個人情報特記事項（記載例）。資料
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Ｂ③個人情報特記事項の遵守に関する報告書。資料３、行政機関等の保有する個人情報

の適切な管理のための措置に関する指針。 

    以上六つの資料でございます。このほかに先ほどご案内しましたＢ委員から提出さ

れた資料がございます。なお、資料Ｂ③の資料については、事前にお送りした際に添付

が漏れておりました。申し訳ございませんでした。 

    一番上にある諮問第１号と記載された資料でございますけども、今回ご審議いただ

きたい安全管理措置に関する概要を記載してございます。資料Ａ①及び②の資料は、令

和４年度以前の個人情報保護が条例により規定されていた当時のものでございます。ま

た、資料Ｂ①から③は令和５年以降の改正適用後の内容でございます。 

    このように法律の施行に伴い委託に係る個人情報の取扱いに関して変更を行ってお

ります。 

    ところで、改正法では個人情報取扱いに関する安全管理措置について、特に万全を期

すよう示されております。今回は、その中でも外部に個人情報が持ち出される等の危険

要素が通常より増大する委託に関する安全管理について、委員の皆様にご審議をいただ

きたいと考えております。 

    さきにご説明させていただいたとおり、改正法に合わせて個人情報の取扱いに係る

業務を委託する場合の安全管理に関する取決めを更新しておりますが、十分な内容とな

っているか疑問が残る状況でございます。より汎用性が高く契約行為を行う際に、契約

書に記すべき必要な項目が漏れるなどの事故が起こることのない「守るべき事項」及び

「特記事項」。そして、それらに関する分かりやすい手引き等が整備できれば、委託契

約時において、また契約後の運用に関しても助けとなることは想像に難くありません。

    令和６年度に向けての事前契約が１２月から始まりますので、１１月末を目途に内

容を整理し区内部に案内できればと考えております。 

    時間が取れない中、大変恐縮ですが、今後もブラッシュアップを続けることを前提

に、現時点での完成を目指したいと思いますので、ご審議いただきますようお願いいた

します。 

会 長：それでは、委託に係る安全管理措置についての審議に入りたいと思いますが、まず審

議のやり方ですけれども、最終的なスケジュールについては最後にもう一度確認するこ

とといたしまして、本件かなり技術的な議題になっていて、細かい部分についての問題

点がいろいろと指摘され得るものかなというふうに考えております。 

    この審議会で、公開の場で、区民も見られるような形で議論を進めていくというふう

なことをする最大の目的は、大きな価値観の選択のようなものがある場合に、それを市

民の目の前で行うというふうなことが、そういうふうな意味があるかと思います。た

だ、やはりこれ、それとは少し性格が異なって、非常に法にのっとった適切な運営がで

きるかというふうな技術的な部分が非常に多いと思います。 

    そこで、こういう技術的なことについて、本日の審議会で全て議論して決めるという

ふうなことは難しいかと思いますので、大きな部分について全体的な問題点や方針など

についてご議論いただいた上で、細かい部分についてはメール等でやり取りして、最終
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的な案件を決めるというふうな方針でいこうかなというふうに思っております。これに

関して、Ｂ委員から修正点について網羅的に検討した資料が出ておりますので、Ｂ委員

のほうから、まずこちらについて簡単に説明していただけますでしょうか。 

Ｂ委員：ご指名いただきました委員のＢでございます。 

    今回、諮問第１号と書かれている豊島区の事務局準備資料を拝見いたしますと、まず

最初に資料Ａとして、現行というか旧法といいますか、条例時代の資料があります。そ

して、その後、Ｂということで、これは私の理解でございますが、旧条例時代に区にお

いて進めてきた実務や蓄積したノウハウを生かしながら、ただ法律が改正される、大本

となる根本規範が改正されますので、それに合わせた対応をされたというものが資料Ｂ

としてご提示されていると理解しております。 

    そして、一応資料Ｃという、この指針というものは、個人情報保護委員会のほうで、

基本的にはもちろん各自治体の自発的な創造や創意というものは認めますけれども、基

本的には個人情報保護委員会としては最低限、こういうものを守ってもらいたいという

ことで書いているということになります。 

    そうしますと、我々、この辺りがいわゆる細かい弁護士らしいやり方ということにな

って恐縮でございますが、基本的には資料Ｂ、豊島区のこれまでの過去の蓄積やノウハ

ウを反映したものというのをベースに、基本的にはそれで問題はないのではないかと考

えているものの、資料Ｃ、つまり個人情報保護委員会がこういうやり方をすることが新

しい個人情報保護法の下での安全管理としてベストプラクティスですというふうに示

している内容に照らして不足はないかという観点でレビューすることが適切ではない

かと考えました。 

    皆さんに今日机上配付させていただいた資料は、まさにそのような趣旨でございま

して、資料Ｂとして、豊島区が事前送付したワードファイルに対して資料Ｃ、つまり個

人情報保護委員会の指針と照らして、十分にその指針で書かれているようなベストプラ

クティスが反映されているのか。それとも、ちょっとこの辺りについては個人情報保護

委員会の指針を踏まえると、より補足もしくは明確にしたほうがいい部分もあるのでは

ないかという観点での各補足をさせていただいております。 

    先ほど会長からご発言がありましたように、一個一個いわゆる条例改正のときの読

み合わせみたいな、そういう形のことを今日する趣旨ではないというふうには承知して

おりますが、基本的にほぼほぼ指針のどこの対応等の関係であるかという、私の修正意

見の根拠となる指針の条項を示した上で、この指針のこの文言からすると、このような

点を修正したり付記したり補足することが、より今の原案を基によりよくすることがで

きるのではないかということでコメントをしたというのが基本的な趣旨になります。 

    一応、今回大きな話を議論するという趣旨で簡単にご説明させていただきましたが、

さらにご質問等あればご回答いたしますし、また細かいところについては別途Ｅメール

等に基づく「てにをは」の修正のやり取り等つけたいと思います。 

    以上簡単にご説明いたしました。 

会 長：ありがとうございます。これ、大きなところで特に指摘しておきたかった点とかはご
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ざいますか。 

Ｂ委員：そうですね。そんなに私として、決してもともとの区の原案、致命的に問題があると

いうふうには考えておりませんので、そこはいいんですが、ちょっとどういう資料をほ

かに作って、そして、どういう資料によって、この今の審議の対象となっている二つの

資料Ｂ①と資料Ｂ②以外の別の資料でどこを対応する趣旨なのかというところは、区の

事務局の皆様に確認したかったところがございます。 

    具体的には私がお送りした机上配付資料の資料Ｂ①の２ページのあたりで、別紙２

の遵守に関する報告書等、手元にないので、そこでどういう内容の報告書を作成して、

どういう対応をすることが想定されているのかと。そして、多分そこの辺りです。３の

ところ、次の事項を書面で確認するということで、二つの事項が書いてある。これは遵

守に関する報告書で対応するという趣旨なのかとか。この辺りのＢ①とＢ②以外の部分

で区の事務局の皆さんはどういうように考えているのかというところはちょっと確認

をした上で進めるというのと。あとはあいているのであれば資料Ｂ①の１（２）のとこ

ろということで、基本的には委託先によるアクセスを認める情報及び情報システムの範

囲を判断する基準について、私が見落としていたら申し訳ないんですが、抜け漏れがあ

るように見えるので、そこについては私どもとしては基本的に区としてほかの基準が既

にあると思われて、区の情報セキュリティーに関する基準を引用して、何々に準拠して

ということでよいのかと思いますが、この辺りについて、区の事務局のほうの考えを教

えていただきたいというのが多分大きなところだと思います。 

会 長：区の事務局のほうから、例えば、今、出ました情報システムの範囲を明確にするよう

な基準などについては存在していて、ここに取り込むというふうなことで問題ないとい

うふうに考えていらっしゃる。 

情報管理課長：区のほうのセキュリティー関係は、セキュリティーポリシー、基本方針、対策

基準、実施手順の三段構成になっておりまして、それにつきましては、委託先につきま

しても、区のセキュリティーポリシーと実施手順を遵守させるという規定になっていま

すので、委員おっしゃっていました区の準用させることでよろしいのではないかとい

う、先ほどのご意見のとおりであれば、明文化はしていませんが、委託の契約の中でセ

キュリティーに関する項目がございまして、区のセキュリティーポリシーを遵守すると

いう一文が入っていますので、それをもって代用できるのであれば、それで構いません

し、記載したほうがよろしければ、そのほうがいいのかなとは思います。 

会 長：そうですね、記載して明確にできるのであって、また、区の運用が特に変わらないと

いうふうなことであれば、明確化するというふうな方針でもよろしいかなというふうに

は思われます。 

    このＢ委員から提出された修正点、または、それに限らずほかの委員の先生方から

も、今、特に発言しておきたいというふうなことはございますでしょうか。 

Ｄ委員：今もまさにこの点についてですけど、Ｂ委員のご指摘、もう一つあって別紙の件なん

ですけど、あれはどういったものを念頭に。 

区民相談課長：別紙２のところでございますか。 
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Ｄ委員：別紙１、２ですよね。要は添付されていないというのであれば。 

区民相談課長：それで、この別紙２の遵守に関する報告書というのがございまして、こちらは

……。 

行政情報係長：すみません。今日、机上配付させていただいて。資料Ｂの③がこちらの報告書

の書式になって……。 

区民相談課長：本日、今、事務局から説明しましたように、本日配付させていただいた、この

ような報告書がございます。これ、契約した相手方に、こちらについてチェックを入れ

ていただくということで進めているところでございまして、これによって遵守する事項

については確認をして、また問題があれば、そこから改善などの措置を取らせるという

ことになっております。 

会 長：分かりました。この資料Ｂ③については、事前に抜けていましたので、今、目を通し

ていただいて何かお気づきの点があれば、この点についても言っていただくというふう

なことは可能かと思います。 

Ｂ委員：１点よろしいでしょうか。  

会 長：どうぞ。 

Ｂ委員：資料Ｂ③を、その報告書というのは基本的には受託者、委託先の人が、この内容で間

違いありませんというふうに報告するということになっていると思いますが、どのタイ

ミングで、それを報告させるという趣旨なのか。つまり委託の開始の前に、その報告を

するという趣旨でよろしいのか。特に契約をする前に、そもそもこの報告書を見てきち

んと体制が整っているということを確認した上で契約をして、それから委託するという

ことでいいのかというあたりについて、区の事務局のご趣旨を確認させてください。 

会 長：事務局のほうでいかがでしょうか。 

区民相談課長：こちらの資料Ｂ③なんですけども、これは契約をした後に、ある一定期間がた

った後に報告を出させるというものでございます。 

Ｂ委員：Ｂですが、よろしいでしょうか。 

会 長：どうぞ。 

Ｂ委員：そのような契約後のいわゆる期中管理という言葉をよく使いますけれども、一度その

契約をした後に、例えば定期的に今こんなふうに個人情報を適切に取り扱っていますと

いう感じの報告をさせるということ自体は、大変よいプラクティスと申しますか、要す

るに委託をしようがしまいが区としては区民の情報をきちんと守っていくということ

は必要でございますので、委託したからといって、その必要な保護の水準というものが

切り下げられてはいけないわけでございます。 

    その意味では、我々といたしましても、私といたしましても、そういう報告書で期中

管理、契約後の管理をすること自体は大変適切だとは思っておりますが、一応そのいわ

ゆる資料Ｃというものがございまして、資料Ｃの多分後ろから２枚目１３０というふう

に下に書いているところでございますが、指針の４―８―９の（１）業務の委託等とい

うところで、結局委託に際して、委託先における責任者及び業務従事者の管理体制、実

施体制、個人情報の管理の状況についての検査に関する事項等の必要な事項について書
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面で確認すると。こういう内容になっているので、契約、委託のときに確認はしないけ

れども、その後定期的に確認しているからいいんだとはならないような気もしておりま

すので、この点について何らかの対応、別に具体的にどうするのかというのはもちろん

区の裁量がありますが、何らかの対応をされるとよろしいというふうに考えます。 

会 長：分かりました。この資料Ｃの１３０ページの４―８―９の（１）のところです。外部

に委託する場合、つまり委託契約を結ぶ場合とかに、この委託先における責任者及び業

務従事者の管理体制、実施体制、個人情報の管理の状況について書面で確認するという

ふうなことが求められております。こちらの対応というのは区のほうで現状やられてい

る。つまりこのＢの③のような期中管理に匹敵するようなことが契約時においても実施

されているというふうに言えるんでしょうか。 

区民相談課長：事前に書面で確認することということで、委託先における責任者及び業務従事

者の管理体制及び実施体制、また個人情報の管理の状況についての検査に関する事項等

の必要な事項ということで、そのところについて確認をさせていただいているというと

ころでございます。 

会 長：なるほど。現状でも確認されているということですね。その取扱いはこのＢの①とか

②のところに、Ｂの①に現れていますか。 

行政情報係長：Ｂ①の２ページ目の３です。下から８行目の３のところに、次の事項を書類で

確認することという形で資料には書かせていただいておりまして、Ｂ委員からはひな形

があったほうがよろしいということでご指摘をいただいているように伺っております。

会 長：なるほど。では、こちら必要があれば、今、Ｂ委員から指摘があったようにひな形を

作ることを検討されてもよろしいのではないかというふうには思われます。 

Ｅ委員：よろしいでしょうか。 

会 長：どうぞ。 

Ｅ委員：今のお話なんですけども、事前の確認事項ということで、総務省のほうから３月末、

３月２８日にセキュリティーポリシーガイドラインの改訂に伴う通知ということで、尼

崎市の事案を受けて、外部委託先のチェックリストというひな形が国から出ておりま

す。こちらに関しましては全部で１５項目、チェックリストみたいなものが国から出て

おりますので、場合によっては、そういったものもひな形として参考になるかと思いま

すので、ぜひ確認いただければというふうに思っています。 

会 長：では、この資料Ｂ①の３の部分につきましては、その総務省のほうからのひな形につ

いても確認いただくというふうなことでよろしくお願いいたします。 

区民相談課長：承知しました。 

会 長：どうぞ。 

Ｄ委員：今の点との関係で、結局そうすると、契約時のひな形というのは、これから作成され

るということなんですね、これは。 

区民相談課長：そうです。こちらの守るべき事項がその中に含まれております特記事項。この

部分については、来年度、６年度の契約に向けて、今年中くらいに作成をしたいという

ふうに考えているところでございます。 
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Ｄ委員：分かりました。といいますのは、先ほどの当初の説明ですと、契約時のチェックはど

うなのかという、先ほどのこれはＢ委員のご指摘でしたかね。に対して特記事項、それ

はあるというふうになっていますけど、特記事項を見ると、やはりこれは曖昧漠として

いるところが多いんです。なので、いわゆる期中報告書に比べるとちょっと密度が低い

のかなと思われるので、恐らくだからこれから作成されるというのであれば、契約時の

ほうの報告書になるんですかね、これはチェックリストになるんでしょうか。について

も、同程度の密度というのが求められるのではないかというのが１点です。 

    あともう一点は、これから作成されるというのであれば、ちょっと気になったのが、

この資料Ｂ③というのは、これは期中報告ということなんですけど、この中には契約時

にあらかじめチェックされるべきものというのと混在しているんですよ。つまり、実際

に委託を受けて、それで運用というかやってきたところで、ちゃんと遵守事項を遵守し

ていますよということについてであれば、これ期中報告のほうですけど、中には例え

ば、個人情報の管理体制、（２）番ですね。内部規程を整備している。プライバシーマ

ークを取得している云々というのは、これは契約の最初にチェックされる事柄なんで、

だから恐らくこれ期中報告で、この項目を維持するのであれば、この内部規程を例えば

なくしていないとか、そういった書きぶりになると思うのですよね。だから、いろいろ

な項目はあるわけですけれども、どれが契約時のチェックリストとして適当なのか、あ

るいはどれが期中報告の項目として適当なのかということをちょっと整理することが

必要なのかなと思いました。 

    ちなみに（２）番以外にも具体的に言うと、例えば再委託についてというところがあ

るんですけど、これについては幾つか、一つが今Ｅ委員が言われましたような、さらに

恐らく詳細化することになると思うんですけど、これが１点です。多分これでは、例の

新ガイドラインは済まないと思うんですよ、これが１点。 

    あと、もう一つは再委託については、これは、この期中報告というのは恐らく定期的

になると思う、報告されると思うんですけど。再委託の場合というのは、これは特記事

項のほうによれば、これは随時再委託時に報告があるということになるわけなんです

ね。ということであるならば、再委託については既に区のほうで把握しているはずなの

で、なので、この期中報告での再委託についての項目を設けるのであれば、その再委託

について区に既に報告している事項について遵守しているとか、そういった書きぶりに

なると思うんです。 

    なので、そういった形で、せっかく２回にわたって報告を求めるのであれば、機能的

といいますか有効に機能するようにできればというふうにお願いします。すみません、

細かいこと申して。 

    以上です。 

会 長：そうですね。ごもっともな指摘だと思いますので、この資料Ｂ③の期中報告書と、そ

れから契約開始時の書面での確認の二つが整合的に整理させるような形で、もう一度資

料をお送りいただくようにしていただければというふうに思います。 

    以上が、期中、それから契約開始時の委託先等の体制に関する書面での確認に関する
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部分というふうなことになるかと思います。その他の部分について、ほかの先生方から

何か、ここでご指摘しておきたいというふうなことはございますでしょうか。 

Ｄ委員：すみません、度々。これ、今の資料Ｂ③以外でもよろしいということですか、全般的

ですが。 

会 長：はい。 

Ｄ委員：細かいところにつきましては、先ほど会長が言われましたように、メールなどで検討

していくということなので、ここでは大まかな方向性ということだけということなの

で、それに絞ってなんですけれど。 

    お送りいただいた特記事項を拝見して気になったのが、これ再委託については、これ

は基本的には、全体的にこの資料Ｃの内容に遵守しているとは思われるんですけど、細

かいところはいろいろ多分これから各委員から指摘あると思うんですが。ちょっと一番

気になったのが、再委託の制限について、６条でございまして、よくあるのが、例えば

大規模プラットフォーマーとかに委託をするときとか、この特記事項はそのまま遵守で

きないという場合も間々あるんですよ。多分、これ、今でも豊島区でも、先ほどＢ委員

がこれまでの区の実績に鑑みてというふうに言われましたけれど、恐らく今でもそうい

った経験はあると思うんです。この６条の再委託の制限などをはじめ、例えば具体的に

は、よくあるのが再委託の名称というのは契約時にはまだ決まっていないというケース

もあったりとか、あるいはこの監督とかについて監督事項もあるんですけど、これにつ

いてちょっとやめてくれというわけではないけれど、区が思うような形の監督が再委託

先についてはできないということは間々あるんです。名前出すとグーグルとかなんです

けれど。そういうときはどうされるのか。 

    だから、ある程度、考え方は二つあって、一つはバッファーを設けたような形で規定

を設ける。つまりある程度幅を持たせておいた形で特記事項では規定しておいて、具体

的な詰めというか確保については、そのときの契約時に確認するというのは一つあると

思うんです。従来であれば、これ、昨年度までであれば、これ逐一この審議会に出され

て審議していたので、一応チェック体制はあったんですけど、それに代わるものとして

の。ただ、昨年度、これ議論がありましたように、審議会で、これが業務委託ごとの審

議が外れてしまったので、管理どうなのかという懸念事項として昨年も多々発言があっ

たところであります。そうであるならば、この特記事項などの段階である程度管理体制

を確保した規定ぶりにする必要があるわけですけど、そうすると先ほど申したように、

実際力関係といいますか先方との関係で修正をしなければいけないというのが間々あ

ると、これ恐らくここにおられる方、全員、実務家でおられますので、そういった事情

があるというのは恐らく共通理解であると思うんですけど。こういう場合どうするのか

というところです。ちょっとお聞きしたいなというふうに思います。 

    これ、今６条の規定などを挙げたわけですけど、ほかにもあるんですね。例えば安全

管理措置とか、結構いろいろ、あと１５条の監査に応じる義務とかです。いろいろ先方

から忠誠を求められるときがあると思うんですけど。こういうときどうされるのか、ち

ょっと基本的なお考えをお聞かせいただければと思います。 



審 議 経 過
№12 

Ｂ委員：すみません、この点について、私からも補足してお聞きしてよろしいですか。 

    結局、私、資料Ｂ①に机上配付で冒頭に書いたんですが、約款による外部サービスの

利用というのは、結構既に政府機関、地方公共団体等における業務のＬＩＮＥの利用状

況調査を踏まえた今後のＬＩＮＥサービスの利用の考え方ガイドラインや、あと最近だ

と今年の５月だと思いますが、チャットＧＰＴとの生成ＡＩの業務量について公表され

ており、要するにまさに今のＤ委員の問題意識に基づいて、委託と約款による外部サー

ビスの利用を切り分けて、それぞれについてのリスク対応をしていこうみたいな考えも

示されているところで、一応私が今回資料Ｂ①の９とＢ②の机上配付資料をレビューし

た際には、まさにそういう約款による外部サービスの利用の話は、この枠組みに載って

こないという前提でレビューしたところですが、載せるんだということであれば、また

今Ｄ委員がおっしゃったような形の対応が必要かなと思っております。その点を合わせ

てご回答いただけると大変ありがたいです。 

会 長：事務局のほうからよろしくお願いいたします。 

    どうぞ。 

情報管理課長：情報管理課長です。 

    前提というか立てつけとして、区の契約行為を結ぶ場合は契約側の規則がございま

して、その特記事項とか再委託の制限とかという内容につきましては、その契約のルー

ルに従った書類になっています。 

    一方で、個人情報の観点からしたセキュリティーポリシーがございますので、セキュ

リティーポリシーの内容を反映して、その特記事項なりが作られています。先ほど委員

がおっしゃっていた漏れる事例があるのではないかということに関しては、原則的には

区の契約のルールを遵守できないのであれば、契約しないでくださいとか、できません

ということでお断りをすることになります。ただ、そうはいってもグーグルとかマイク

ロソフトみたいな、ちょっと代用がきかないようなところにつきましては個別に協議を

させていただいて、特記事項をその契約に基づいて一部改変を、契約課長と業者と、そ

の契約者の所管課の中で協議をして、一部事業者が言うところの内容については書き方

を変えるというような形は以前ございました。 

    ただ、管理監督を外すとか、再委託が書けないから書かないとかということにはなら

なくて、やはり契約前に再委託先があるのであれば、再委託先はここですということは

明記させますし、そういう区が監査をする場合については、しますということは多分外

れないということはあったと思います。 

    あと、もう一方の委託と約款のお話ですけれども、セキュリティーポリシーのほうを

去年改訂していまして、立てつけが二つございます。セキュリティーポリシー自体は委

託も約款も両方ともかかってくるんですけども、約款によるサービス利用がある場合

は、セキュリティーポリシーの細則として外部サービス利用ガイドラインというのを設

けてあります。これにのっとって事業者のほうに、ＩＳＭＡＰを取っているかというの

を含めた形でのセキュリティーチェックシートというのを出させます。それはサーバー

側もそうですし、アプリケーション側もそうですし、データセンター側もそうなんです
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けど、総務省が規定しているチェックリストがございますので、それに基づいて契約前

にそのチェックリストを出させて、情報を管理、個人情報の管理が適切になされている

かどうかというのをチェックした上で約款なりの契約をすると。契約というか約款の取

り交わしをするというか、約款を開始するというか、というような形になります。 

    その後、運用状況が正しく行われているかという運用状況側のチェックリストもご

ざいますので、そのサービス利用が開始した後に、定期的に事業者のほうに確認をする

ような様式がございますので。これは何か月ごととかという規定はないんですけれど

も、約款サービスが始まってから、しばらくたってからはもう一回やってくださいとい

うことでガイドライン上は規定しているところでございます。 

会 長：ありがとうございます。 

    約款による契約をどういうふうに行うかとか、あるいは、この契約の特記事項を変え

る場合に、どのような措置を取るかというふうなことについては一応基準があるという

ことですね。それは新しい個人情報保護法の下でも妥当するものとして用いられてい

る。つまり何らかの個人情報保護法に従って確認して内容を精査したものになっている

のか。それとも従来から使っているものをそのままなのかというふうなことで、そこに

ついても内容を検討する必要があるかというのは出てくるかとは思うんですけれども、

いずれですか、見直しとかをされたということなんですかね。 

情報管理課長：特記事項については、昨年度の契約も、今年度の契約も、同じものが使われて

います。ただ、保護法が変わりましたよということは通知済なので、もし個人情報を利

用するようなものがあった場合は、個別に契約課長と協議をしていきましょうと。その

際は私ども情報管理課とか、あと区民相談課とかの専門部署も交えながら個別に対応し

ていきましょうということになっていますので、特記事項そのものが新しくなったとい

うことにはなっていません。 

会 長：なるほど。そちらは新しくなっていないわけですが、区のほうで、できるので、わざ

わざこちらで専門家で話し合っていただくまでもないということであれば、それでも大

丈夫ではあるんですけれども。ただ、こういう機会ですので、もし不安があるようであ

れば、そこら辺の新法対応の関係についても、追加で資料等をこの委員で確認するとい

うふうな作業があってもいいかもしれませんが、それは区のほうでご決断いただければ

というふうには思われます。どうでしょう、Ｄ委員、Ｂ委員。 

Ｂ委員：そこは基本的には区のほうで、どの事項を審議するのかというのは区の判断だと承知

しておりますが、もし区の判断として、こちらの委員会に審議会に持っていきたいとい

うことであれば、審議会のほうで受けるということについては、私としては異存ござい

ません。 

会 長：そうですね。では、そこら辺の事柄については区のほうで考えていただければという

ふうに思います。 

    それでは、ほかに。 

Ｄ委員：今のところなんですけど。 

会 長：はい、どうぞ。 
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Ｄ委員：新法との対応についておっしゃられたとおりなんですけど、恐らくこれ間違いなく従

来に比べて修正が必要になるのが再委託の先ほどＥ委員が言われた、あれとの関係で

す。あれは恐らく間違いなく内容的な修正が加わってくるのかという気がしますので、

よろしくお願いします。 

会 長：そうですね。では、そちらのほうについても区のほうで修正していただいて、せっか

く審議会がありますので、何か疑問点等があるようであれば、本審議会の委員にご相談

いただくというふうなことでも大丈夫かと思います。 

    それでは、ほかに全体に関しまして、何かご議論ございますでしょうか。よろしいで

しょうか。 

（な し） 

会 長：それでは、この審議会の場におきましては、大きな議論というふうなものに限定して

様々なご意見をいただくことができたと思います。 

    今後のスケジュールなどにつきまして、区のほうからは１１月中に内容をまとめた

いというふうな意向をいただいております。次回の審議会は１１月ぐらいということで

すかね。次回の審議会が１１月頃というふうなことになっておりますので、そのときに

まとまるように、事務局のほうから完成した原案というふうなものをお示しいただきた

いと思いますが、そのためにメールでの意見交換などの作業が入りますので、事務局の

ほうから８月中に今回の意見をまとめて、それに対する対応なども含めて資料一式を委

員に送付していただき、それに関して、次回審議会までにご意見をいただく、あるいは

ご確認をいただいて、次回審議会で更新することができるようにしたいというふうに考

えております。 

    それでは、この諮問第１号につきましては、そのような過程を経て最終的な成案とし

たいというふうに思いますが、この進め方でよろしいでしょうか。 

（異 議 な し） 

会 長：それでは、そのように進めたいと思います。本件については継続審議とさせていただ

きます。 

    それでは、本日につきましては、この諮問については終わらせていただきます。 

    以上で本日の諮問事項に関する審議は終了となりました。次は、その他に移りたいと

思います。それでは事務局のほうからお願いいたします。 

区民相談課長：続きまして、報告でございます。 

    まず初めに、昨年度の行政情報公開及び個人情報開示の実施状況についてご報告い

たします。 

    こちらは行政情報公開・個人情報保護審議会のときにも、例年この時期にご報告させ

ていただいているものでございますので、後ほどご覧いただけたらと思います。 

    次に、個人情報の漏えい等についてのご報告でございます。 

    こちらは令和５年４月から６月までに起きたものについてお示しをさせていただい

ております。 

    次に、個人情報保護法に関する職員研修についてでございます。 
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    こちらは、改正個人情報保護法では、法第６６条第１項により安全管理措置を講じる

こととされておりまして、個人情報保護管理者は従事者を教育することを義務づけられ

ております。そのため右肩に報告３と記載のある資料によりまして、全職員に対し、Ｅ

ラーニング研修を行う予定でございます。 

    また、もう一点の資料は、個人情報保護管理者及び保護担当者を対象としています

が、さきに資料をお送りした時点では区民相談課が作成した部分のみのものでございま

した。その後、情報管理課と合同で、研修資料「個人情報の適正な取扱いと情報セキュ

リティ」を作成いたしましたので、差し替えさせていただいております。 

    私からの報告は以上でございます。 

会 長：報告事項ではございますが、何か質問などございますでしょうか。よろしいでしょう

か。 

（な し） 

会 長：それでは、ご質問がなければ、これで報告を終わらせていただきます。 

    本日の議題は以上となりますが、最後に事務局より連絡事項等ございましたらお願

いいたします。 

情報管理課長：情報管理課長でございます。 

    先ほど私の発言の中で、特記事項が昨年度、今年度は変わっていませんという話をし

たんですが、すみません、間違いでございまして、個人情報保護法の改正を受けて、新

しい特記事項に既になっています。今年度の契約から、この新しい特記事項、全部改正

令和５年３月２日版が適用されていますので。今、手元にその新旧のどこが変わったか

というところがないんですが、ただ新しくなったというところだけ訂正させていただい

て、ただ再委託に関しては再考すべきということ、これに関しましては考えさせていた

だきたいと思います。 

会 長：承知しました。追加の情報がございましたが、よろしいでしょうか。 

（な し） 

会 長：それでは、本日の議題は以上となりましたので、最後に事務局から連絡事項ございま

したらお願いいたします。 

区民相談課長：本日はありがとうございました。委員の皆様におかれましては、今回が初めて

の審議でありましたが、いかがでしたでしょうか。 

    今後とも当審議会へのご理解、及び円滑な運営へのご協力を賜りますよう、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

    事務連絡でございますが、次回の審議会は１１月頃を予定しております。よろしくお

願いいたします。 

    事務局からは以上でございます。 

会 長：それでは、本日は閉会とさせていただきます。ありがとうございました。 
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合 議 結 果 

議 事 

次の諮問事項について審議し、これを継続審議とした。 

諮問第１号 

個人情報保護法に係る安全管理措置について 

次の事項について報告された。 

(１) 「行政情報公開及び個人情報開示の実施状況」について 

(２) 「保有個人情報の漏えい等」について 

(３) 「個人情報保護法に関する職員研修」について 

提 出 さ れ た 

資 料 等 

会議次第 

資料１  個人情報保護法に係る安全管理措置について 

資料Ａ① 業務の委託に係る個人情報の安全確保のために守るべき 

事項 

資料Ａ② 個人情報特記事項（ひな型） 

資料Ｂ① 業務の委託に係る個人情報の安全確保のために守るべき 

事項 

資料Ｂ② 個人情報特記事項（記載例） 

資料Ｂ③ 個人情報特記事項の遵守に関する報告書 

資料Ｃ  行政機関等の保有する個人情報の適切な管理のための措置

に関する指針 

報告１  行政情報公開・個人情報保護制度の実施状況 令和４年度 

報告２ 保有個人情報の漏えい等（令和５年４月１日～令和５年 

    ６月３０日） 

  報告３ 個人情報の適正な取り扱いのための研修資料（全職員用） 

      管理職・情報化推進員対象個人情報の適正な取扱いと情報 

セキュリティ研修 


